















































































































































































































































































































































































とも親交のあったアー ドルフ・メラー AdolfM611erに違いない。(2')メラー は1871年1月
17日ここのギムナージウムでベートーベンの生涯と特質についての講演を行った後で，い
わゆる「月光ソナタ｣，作品10,NQ3二長調ソナタの2,3楽章，そして「悲槍ソナタ」を
演奏している。シュトルムはこの批評を翌日の「フーズム週間紙」に寄稿している。これ
は「コンサー ト」EinKonzertというタイトルでゴルトアンマー 編の全集に収められてい
る｡(22)もつとも，この新聞記事には署名もタイトルもないが,(23)シユトルムが書いたものと
この辺の事情については、Gertmdll,111ff.;StuckertLebenu.Welt,85f.;LaageStorm,48ff・参照。
LaageErinnerung,32参照。
LaageStorm,49f.及び以下4(88ペー ジ）参照。
以下4（89ページ）及びGertmdll,137f.u.165;StuckertLebenu.Welt,92f.;LaageStorm,56
参照。
1868年6月28日付Westennann宛書簡(GBr.I,532)参照。
拙論「テーオドール・シュトルムと音楽」参照
GII,740参照。
GIV,602所収。なお，これに関して拙論「,,EinKonzert@@シュトルムの演奏会批評雑感」参照。
この新聞記事の原本はNissenhaus,Husumに所蔵。コピー は同館のLengsfeld及びStorm-Gesell-
schaftのLaage,Heitmann諸氏の好意的配慮による。
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考えられている｡作品のなかではアードルフは二長調ソナタの2，3楽章を演奏するが(65)，
まさにこのコンサートが素材である。批評では「悲痛な憂諺」から｢霊気のような清らかな
晴朗さ」へと高まるソナタの巧みな演奏は聴衆に「救済の効果」をもたらしたとある。作
品ではもっぱら聴衆がいかに我を忘れて聞きいったか，そして「やがてメヌエットにはい
ると，うっとりとした溜息がホールのすみずみまでみなぎるように思われた。やはり音楽
というのは，すべての人々に，自分たちは一つの星に生れたのだということを感じさせる
芸術なのだ｣(24)と老主人公の手記は認めている。音楽芸術のもつ「救済｣，「慰め」の効果，
聴衆を感動させ高い精神の世界に導く教養的効果，そして当時まだ強かった社会的身分差
を一時は忘れさせる，市民的社交の効用をシュトルムは感じとっていたに違いない。シュ
トルムはフーズムでも異郷のハイリケンシュタットでも合唱団を組織し，自ら歌い，かつ
指揮したことは広く知られているが，これもこのような音楽観と無関係ではない。以下の
コーラスの演奏には(66)，この自らの体験も込められているであろう。なお，ここにアイ
ヒェンドルフの叙情詩に素晴らしい音楽表現を与えた「新しい偉大な作曲家」の作品が話
題になるが，これはシューマンをさす。メンデルスゾーンとともにシュトルムが好んだ作
曲家である。（25）
老主人公以外に関してはどうであろうか。シュトルムの言葉によれば一応「私」とスザ
ンネは創作ということになるが，「私｣－当時は弁護士とある－も実はシュトルムでは
ないか。つまり，その一部力－どこかは分からないが－モデルとなっているのではな
いか。そして，スザンネには束の間の愛を交したエンマが重ねられているように思えてな
らない。（26)しかし，このエンマはさらに「ヘスペルス」の，かつての所持者としてもここ
に記されている。もう一人の登場人物である顧問官夫人は「手記」の記述では「敬愛する
従兄弟の顧問官」がでてくるので，この夫人らしいことは分かるが，この夫妻のモデルは
不祥である。
この「ヘスペルス」Hesperusはジャン・パウルの長編小説(1795)であるが，ここに，
この詩人の影響が推定される。文学作品の素材については，既にハイネの「北海」に触れ
たが，さらに音楽会の記述に出てくる「楽長クライスラー」（66)は明らかにホフマンの影
響を想定しなくてはならない。音楽観に関しても影響があるもののようで，これについて
は既にシュー スター の研究で言及されている｡(27）ヴァイオリンの演奏についても（62,67）
ホフマンの「顧問官クレスペル」RatKrespel(1818)或るいはグリルパルツァー の「哀
れな辻音楽師」DerarmeSpielmann(1848)の影響も推定されよう。これ以外の文学から
取られた素材としてはラインホルトの詩の引用(48)，（28)そして「手記」に引用の詩行(72）
24）
25）
26）
27）
28）
GII,318参照。
Wendt,77ff.この文献のコピー もStonn-Gesellschaft,Husumの好意的配慮による。
Constanze宛1844年6月11日付書簡(BriefeandieBraut,37ff.);LaageStorm,17参照。
Schuster,217ff.
GII,740によるとC.Reinhold(ReinholdK6stlin,1813-1856)の詩,,DasPaar"の一節という。
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がある。これについては不祥である力ざ，自作の詩｢若き愛｣JungeLiebeのモットー として
も用いている｡(29)ケスター によるとこのモットー は最初1851年他の詩に添えられ,1852年
にこの詩に添えられたという。彼によると「ハリヒ行」でのイタリア語からの翻訳という
のは創作とされている｡(30)とすれば,自作からの引用ということになる。しかし，このモッ
トーは自作であろうか。
これ以外の素材については，さらにモチーフの項でも触れたセネカ，ギリシア神話，そ
して自らも蒐集したシユレー スヴィヒ・ホルシュタイン地方の民話・伝説・童話，（31)マル
チエ・フロールの逸話などがある。
4作品の成立とその背景，シユトルム文学の発展上の位置
以上，形式的特色，内容上の特色，自伝的素材の詩人との関連など見たわけであるが，
この作品の特色をまとめれば，確かに「全く追憶に基づき，形をとるに至らず，ばらばら
の形象のままに尽果て，憂諺な省察のうちに流れ去る｡」(32)とか｢見通すことが難しい構成
であり，そのなかで様々 な傾向，様式が非有機的に結ばれている｡」(33)とか「この断片的形
象が緩く連続する物語は，内的一貫性とモテイヴェーションを失い，単なる気分的記述と
弱々しい感傷性のなかに消え入りそう」(34)というような評になるであろう。しかし，さら
にシュトゥケルトが「気分の柔弱さとすべての堅固な輪郭の溶解という点では，シュトル
ムがこれまで書いたすべてを越えている…｣，（35)そして｢シユトルムはあらゆる努力にもか
かわらず，この課題の処理には失敗しており，当時のシュトルムの小説創作の潜在的危機
の証拠」(36)などとも述べているが，我々 は，ここで，この作品成立の経緯とその背景にも
う少し詳細に目を向ける必要があろう。先ずこの作品の成立の経緯を再現してみよう。
ゴルトアンマーは1871年5月22日付でシュトルムが息子ハンスに宛た書簡の記述をも
とに1871年春にこの作品が完成したものとしている。（37)この書簡によると，何週間もか
かって完成した原稿は，かなり大部のものになったこと，そのテーマは「ハリヒ行」であ
ることが報じられている。(38)一方これに先立つ5月16日次男エルンスに宛て｢長く注意深
い執筆の作業の後にやっと『ハリヒ行』を完成しました。船旅Unterwegs-ハリヒにて
GI,217;K1,72所収。
KVIII,135参照。
注10）参照。
StuckertLebenu.Welt,94
ebd.303
Martini,647
StuckertLebenu.Welt,304
ebd.303
GII,738
GII,738に引用されている。
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AufderHallig-遺稿PosthumeBlatterの3章です。しかし－描写素材が大き過ぎ，
この素材と創作部分の結び付きがうまくいかず，また人物の新鮮さと迫力が不足している
せいか，本来あるべき形のものにはなっていません。…しかし，先週の木曜日（今日は火
曜日です）原稿を（皆がせかすので）「サロン誌」のためにローデンベルクに送りました。
それで，想像できないかもしれませんが，ここのところ大変気が重かったのです。…とも
かくローデンベルクに昨日また手紙で，送った原稿は客観的に距離をおいて見ると，よく
は気にいらないので，返送するかどうかの判断は任せますと書いてやりました。それで何
かほっとしました｡」と書き送っている。（39)つまり，既に見たようなこの作品の問題点，つ
まり，素材の過剰については少なくとも，その初稿では作者自身が気付いていたようであ
る。そして，この初稿の出来栄えには余り自信が無かったようである。事実この原稿は間
もなく返送されてくる。そしてシュトルムは自分の作家としての衰えに心を痛めるのであ
る。しかし，この後ローデンベルクの扱いは当然であったと認め原稿を徹底的に改訂し，
6月19日今度はヴェスターマンに送付している。(40)この2日後｢少なくとも今度は私の見
たところでは印刷に値するものです。…それにしても処理の難しい素材でした。これで3
度推敲しました｡｣(4')と次男エルンストに宛て書いている。いかにシュトルムが，この作品
の完成に悩まされたかがうかがわれる。にもかかわらず，作者自身が感じていた問題点が
結果として残ったのではないか，つまり，かなりの難産だったわけである。もし最終稿の
構成などに問題があるとすれば，ひょっとすると3度目の改訂の処理に無理があったので
はないかとも推定される。この初稿の手書原稿は現存するらしいので，（42)この辺の経緯は
これとの比較で詳細が分かる可能性はある。ともかくも，この作品は同年10月雑誌｢ヴェ
スター マン・ドイツ月報」WestermannslllustrierteDeutscheMonatsheftenに発表され
た。その後1873年にはベルリンのペーテルPaetel社から他の作品とともに単行本として
出版。両者ともにより大きなタイトルとして｢随想集｣ZerstreuteKapitelのもとに収めら
れた｡後に1877年全集の第8巻として上梓するにあたって,この作品は独立のものとされ，
この「随想集」の構成は変更された。（43）
ところでシュトルムは当時，創作については一種の行詰まりを感じていたこと，またそ
の身辺は必ずしも好ましい情況になかったことについては，素材との関連で前章で簡単に
触れたのであるが，ここで，もう少し詳細に，その背景を探ってみたい。1864年3月州知
事として喜びの帰郷の後，やがて新しい職務にも馴れ，再び詩作の余裕も生まれハイリケ
ンシュタットで開始した「海の彼方より」VonJenseitdesMeeresを完成，合唱団も再設
立され，シュトルムは幸福を感ずるのであるが，同時に「突然の死」の予感に悩まされた
39）
40)
41）
42）
43）
GII,738;Loets,310f.所収。
次注の書簡による。
GII,739;Loets,312所収。
LaageStudien,170f.
GII,739;GIV,669参照。
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り，この幸運力罫何かの不幸で埋め合わされるのではないかという不安を感じていたらし
い。(44)この予感は1865年5月現実のものとなる。妻のコンスタンツェが世を去る。いまや
詩人にとって「孤独と死に対する悲痛な謎」との戦いが始まった。（45)この戦いから「深き
影」TiefeSchattenの一連の悲痛な叙情詩が世におくられた。この最後に付されるはずで
あった7番目の詩は，やっと1913年ケルトルートの伝記で公刊されたが,注目すべきもの
で，「未来の存在の希望をもたず…ただ生の美しさのために｣没我的に行動する，高貴で善
良な人間への信仰が示されている。(46)シュトルムのこの解決には論点もあろうが，（47)とも
かくも詩人に生きがいを与えたことだけは確かであろう。一方7人の子供をかかえた現実
の生活は，大変なものであったことが想像される。この後9月にはツルケーネフに招かれ
てバーデン・バーデンに赴き，国際的な文学的・芸術的雰囲気を享受，新たな刺激を受け
た。翌1866年には，その昔情熱を傾けたドロテーアと再婚。ヴァッサーライエの新居に移
る。この後の生活には，差し当たりはもちろん問題がなかったわけではない力:，それもや
がて克服され，その体験は後に「三色すみれ」Violatricolor(1873)となって実を結ぶ。
しかし一方で，またもや政治的問題が彼を苦境に陥れるのである。即ち1867年にはシユ
レースヴイヒ・ホルシュタインはシュトルムが嫌っていたプロイセンに併合されることに
なった。シュトルムの州知事職は廃止され，区裁判所判事に就任せざるをえなくなる。こ
れはシュトルムにとっては一種の降格で，少なくとも経済的には俸給は3分の2に減少，
仕方なく住居の一階を他人に貸し，シュトルムー家は2階のみで生活することになる。な
によりシュトルムが気にいらなかったのはプロイセンの強引なやり方で，これについては
先にも述べた通りである。(48)このような事情はその創作活動に有利なはずがない。1867年
秋長男ハンスにあてて「それにしても，私のミューズの女神はどこにいるのか。女神は永
遠の眠りについてしまっています｡人の心を感動させるようなものは,もう書けないでしょ
う。」ともらしているという。（49)それでも同年「聖ユルケンにて」と「画家の作品」力ざ完成
している。しかし11月8日付のピーチュ宛の書簡によると，シュトルムは当時自分の書い
たものに自信を失っている。(50)こうして翌1868年6月にはヴェスターマンに宛て｢私の作
家としての創作活動は終ったと思わなくてはなりませんので，私は遺言状を作ろうと決心
しました｡こういう訳ですので，貴方が私の遺言実行者になって下さるかどうか，つまり，
私の全集を刊行していただけるかどうかお尋ね致したく存じます｡｣(51)と認めている。やが
て数箇月後に6巻の｢全集｣SamtlicheSchriftenが同社から出版された。1870年に刊行さ
LaageStorm,48参照。
ebd.49参照，引用文は1865年6月3日付MOrike宛書簡(GBr.I,470所収）から。
この詩はGertrudll,114;またKm,150,GI,296所収。なおLaageStorm,49f.参照。
LaageStorm,ebd.
3（83ページ）参照。
Gertmdll,137
GBr.I,513所収。
GBr、I,523所収。
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れたドイツ詩集HausbuchausdeutschenDichternseitM.Claudiusも同じ頃の企てであ
ろう。それは「30年以上の人生経験の要約」でやはり遺言状のようなものである。（52）
ゴルトアンマーによるとシュトルムはさらに当時1－2巻の規模の「海辺の灰色の町か
ら」AusdergrauenStadtamMeerと題する自伝的著作を構想していたらしい。しかし，
これは未完に終り－これをゴルトアンマーは残念がるが－その一部が「随想集」のタ
イトルのもとに発表されるに留まったという。これが最初に発表されたのは1871年から
1873年の「ヴェスターマン・ドイツ月報」においてであるが，その後単行本として或いは
全集でも，この総括的タイトルが用いられたが，この詳細はゴルトアンマー編全集の注を
参照されたい。(53)こうして創作活動の締括りになるはずの作品は新しい創作活動への開始
となった。シュトルムはこの，いまとなっては中断の3年間の後，以前よりむしろ手固く
重要な作品を30編以上書上げるのである。しかし，差し当たり発表された「随想集」の諸
編はまだ，蹟いがちの，模索的なもので，まだ新しい様式を示すものではなかった。それ
は「屈託のない省察とか憂諺な追憶のうちに青春時代の様々な形象を呼戻し詠嘆的な別れ
の歌を歌う」(54)と評されている。それはまた素材が回顧的であるばかりでなく，形式もま
た｢彼が既に克服していた物語形式，『回想スケッチ』への意外な回帰｣(55)を示してもいる。
しかし，ともかくも創作は再開されたのである。そのスランプ状態は今一度青春時代の原
点に帰ることによって克服されたかのようである。とすれば，この「非生産的な」(56)3年
間は新しい道を切り開くために必要な「創造的休止期」(57)として評価されよう。全集の刊
行や，詩集の編纂，そして郷土の文化史的な調査を含めた自伝的回想は，いわば行詰まり
を感じていたシュトルムに少なくとも創作再開への契機を与えたのであるから。
そして，この「ハリヒ行」も後に単独のノヴェレとされたが，少なくとも成立の時期，
経緯からは全くこの時期の作品群に属し，同じような特色を帯びている。自伝的素材と断
片的構成は，まさに「随想集」の他の諸編と共通のものであろう。そして，その詠嘆的気
分もまた共通している。なにしろ「政治的．詩的諦念」（58)の時期であった。このトーンが
どこからくるものかは，以上に述べたシュトルムの当時の情況から容易に察せられよう。
この作品成立の背景は以上で大体明らかになったと思われるが，さらに，この自伝的回
想スケッチの延長としての要因以外に，その制作へと向わせた他の動機も推定される。例
えば1869年のジューデローク･ハリヒの旅の強い印象，それと関連する爽快な自然への隠
棲の希い，つまり不愉快な現実からの逃避を頭に描いていたのではないかと思われる。そ
52)LaageStorm,56参照。引用はこの詩集の序文(GIV,612ff.;KVIII,112ff.所収）の冒頭から。
53)GI,78及び1V,669参照。なおGertrudll,149参照。
54)StuckertLebenu.Welt,94
55)ebd.301
56)ebd.
57)ebd.93
58)LaageStorm,57
90 田中宏幸
れに「皆がせかすので」という書簡の言葉からは経済的理由も推定される。（59)この現実的
動機は，場合によっては小さなものでないかもしれない。
ところで「創作の潜在的危機」とは何を意味するのかということであるが，それは先に
述べたシュトルム自身の自信喪失に象徴される創作力の衰退，その結果としての不安定な
形式，具体的には自伝的素材による追憶風作品に見られる断片的･叙情的な構成，特に｢ハ
リヒ行」の内容･構成の不明確さとなって現われているものを指している。「シュトルムは
この変動期の動揺のなかで不明確な形式に陥った」(60)のである。この不明確な形式は「異
質なものを…センチメンタルで陶酔的な音楽の感傷性に結び付けている」(6')というのであ
る。「この動揺と模索は，素材の文体の変化の巧みさが増加し，当時の一般的手段による小
説技法の拡大にもかかわらず，長く持続した｡｣(62)そしてシユトルムが，この危機をいかに
克服したかについてはマルテイーニは「夢想的・内面的なものと，ハイゼ風の当時の物語
と，よりドライな真実の表現，リアリスティックなもの，悲劇的なものの文体を可能にす
る新しい形式の間を揺れ動いた危機をゆっくりと通り抜けなくてはならなかった」(63)と述
べている。つまり，シュトルムの作品の展開は，一般に初期の「叙情詩から生れた」(64)叙
情的な作品から「私の小説は完全に叙情詩を呑込んでしまいました」(65)と自ら表現してい
るような作品へと次第に叙事的傾向を帯びていったとされているが，この発展は徐々に前
後しながら，つまり明確な時期的区分なく進展したもののようである。とはいえ，ある程
度の区分は可能かもしれない。例えばシュトゥケルトは作品のタイプを「情況小説」
Situationsnovelle,「心理的問題小説｣psychologischeProblemnovelle,「悲劇的運命小説」
tragischeSchicksalsnovelleに3区分し，時期的な区分にも用いている。それぞれ
1847-56年，1857-67年，1871-88年の作品に割当られている。最後はさらにIとIIに分
けられ前者は1880年まで，後者はそれ以後となっている。（66)すぐ分かるように，これは
シュトルムの伝記的事実と大体平行している。つまり最初のフーズム時代からポツダム時
代，ハイリケンシュタット時代，フーズム帰郷時代，ハーデマルシェン時代である。この
区分はもちろん便利な点もあり，あな力ぎち不当ではない。この区分でいえば「ハリヒ行」
は悲劇的運命小説の時代に入るわけであるが，現実は以上みた通り，過渡期的作品で，タ
イプ°はむしろ最初の時期に属する。クラインはタイプ別の区分で，この作品を「叙情的短
編小説」とし，さらに「静かな音楽家」EinstillerMusikant(1875)やもっと後の作品も
59）
60)
61）
62）
63）
64）
65）
6）
Ernst宛の1871年5月16日,22日付の書簡にはGeldとか「お前たちのために」原稿を書いて「嫁ぐﾞ
見込みがなくなった」と残念がっている言葉がある。
Martini,647
ebd.
ebd.
ebd.
1882年3月1日付ErichSchmidt宛書簡にある。GBr.II,240
1885年8月7日付Keller宛書簡で述べている。GBr.11,331
StuckertLebenu・Welt,229ff.;StuckertDichter,94ff.
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ここに区分している。（67)要するに時期とタイプは完全には一致しない。従って，この作品
の位置も時期的には中間，タイプでは初期の傾向，しかし新しい形式に向かう前の模索の
作品と位置付けられることになろう。それを「別れの歌であり，新しい歌ではない」(68)と
位置付けることも出来るかもしれない。しかし,何より，その内容･形式･構成の暖昧さにも
かかわらず，その色濃く流れる叙情性と独特の憂諺なトーンはまたシュトルムの本質を示
すものとして注目されようし，初期の諦念以上に深い憂診が表現されているとすれば，（69）
それはまた一つの代表作ともいえよう。
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